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幸房小学校で「南極教室」を開催



きらりとひかる田園都市みさと

論点
6
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
が
、
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
か
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　【
内
容
】
プ
ー
ル
の
新
築
工
事
を

行
う
た
め
、
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。
予
定
価
格
１
億
５

千
万
円
以
上
の
契
約
の
た
め
議
会

の
議
決
が
必
要
で
す
。

▽ 

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

新
し
い
プ
ー
ル
の
特
徴
は
。

答　

屋
根
つ
き
観
覧
席
の
設
置

は
、
幸
房
小
新
築
プ
ー
ル
の
特
徴

で
あ
る
。
通
常
の
水
泳
授
業
の
ほ

か
、
水
泳
の
授
業
研
究
会
、
学
校

公
開
で
の
授
業
参
観
時
の
児
童
・

保
護
者
等
の
日
よ
け
対
策
や
熱
中

症
予
防
に
対
す
る
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
水
深
を
１
・
０

か
ら
１
・
３
メ
ー
ト
ル
に
設
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
生
に
も
対

応
で
き
、
将
来
的
に
、
小
中
学
校

交
流
水
泳
大
会
の
実
施
も
想
定
し

て
い
る
。

問　

約
１
５
０
人
分
の
観
覧
席
数

の
必
要
性
は
。

答　

水
泳
大
会
は
、
保
護
者
な
ど

か
ら
の
関
心
が
高
く
、
例
年
多
く

の
参
観
が
あ
り
、
観
覧
席
の
設
置

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
平
成

29
年
度
か
ら
幸
房
小
学
校
で
水
泳

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

屋
根
つ
き
の
観
覧
席
か
ら
児
童
を

応
援
で
き
、
大
会
が
よ
り
一
層
盛

況
に
な
る
と
考
え
る
。

問　

一
般
市
民
へ
の
開
放
予
定
は
。

答　

今
回
の
工
事
は
学
校
施
設
と

し
て
の
新
築
で
あ
り
、
一
般
市
民

へ
の
開
放
な
ど
は
想
定
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
中
学
生
や
高
校
生

を
は
じ
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

経
験
者
な
ど
が
泳
法
の
手
本
を
見

　６月定例会には、市長から
「工事請負契約の締結につい
て」など９議案が提出され、
原案どおり可決しました。

６月定例会

６/1～14

屋根つき 観覧席のあるプール

議
案
第
42
号
　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

プールイメージ図

幸
房
小
学
校
プ
ー
ル
新
築
工
事

平
成
29
年
３
月
完
成
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論点

せ
る
な
ど
、
異
年
齢
交
流
と
し
て

水
泳
教
室
等
を
行
う
こ
と
は
可
能

だ
と
考
え
る
。

問　

ス
テ
ン
レ
ス
製
プ
ー
ル
の
耐

久
性
は
。

答　

昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代
に

主
流
で
あ
っ
た
ア
ル
ミ
槽
を
用
い

た
プ
ー
ル
は
、
近
年
に
な
っ
て
修

繕
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
も
の
が

多
く
、
耐
用
年
数
は
30
年
か
ら
40

年
で
あ
る
と
考
え
る
。
平
成
に

入
っ
て
か
ら
主
流
と
な
っ
た
ス
テ

ン
レ
ス
槽
を
用
い
た
プ
ー
ル
は
、

修
繕
事
例
が
ま
だ
な
い
が
、
ア
ル

ミ
製
の
プ
ー
ル
よ
り
も
耐
久
性
が

高
い
と
考
え
る
。

問　

幸
房
小
学
校
の
増
築
や
プ
ー

ル
新
築
等
に
関
す
る
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
と
そ
の
内
訳
は
。

答　

約
18
億
７
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
内
訳
は
、校
舎
の
増
築
、

プ
ー
ル
の
解
体
・
新
築
、
外
構
工

事
、
諸
設
計
費
、
除
染
土
の
移
設

に
約
15
億
１
千
万
円
。
既
存
校
舎

の
大
規
模
改
修
工
事
で
約
３
億
２

千
万
円
。
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ

い
て
約
４
千
万
円
で
あ
る
。

屋根つき 観覧席のあるプール
熱中症予防や市内水泳大会に期待！

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、
常
任
委
員
長
が
委
員
会
の

審
査
内
容
を
報
告
し
、
採
決
の

結
果
、
全
議
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

観覧席イメージ図市内小学校水泳大会（昨年度）

幸房小学校児童の水泳授業の様子（昨年度）

【工事概要】

履行期限 平成29年３月10日

請負金額 ２億2,896万円

請負業者 不動開発株式会社　三郷営業所
営業所長　小野　弘

■プール概要

規　　模 25ｍ×13ｍ　深さ1.0ｍ～ 1.3ｍ

コース数 ６コース

構　　造 ステンレス製

■建物概要
□観覧席

収容人数 約150人

構　　造 膜構造

屋根面積 190㎡

□その他付帯施設
　男女更衣室、男女トイレ、シャワー、機械室、倉庫
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　
４
月
に
行
わ
れ
た
交
通
政
策
審

議
会
に
お
い
て
16
年
ぶ
り
と
な
る
答
申

が
示
さ
れ
た
。
引
き
続
き
秋
葉
原
か
ら

東
京
間
の
延
伸
が
国
際
競
争
力
の
強

化
に
資
す
る
鉄
道
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
さ
ら
に
は
新
た
に
都
心
部
・
臨
海

地
域
地
下
鉄
構
想
（
東
京
～
有
明
）
の

新
設
及
び
同
構
想
と
常
磐
新
線
（
Ｔ

Ｘ
）
延
伸
の
一
体
整
備
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
こ
れ
ま
で
秋
葉
原
か
ら
東
京
間

で
は
採
算
性
の
問
題
等
か
ら
一
都
三
県

及
び
沿
線
自
治
体
の
中
で
も
様
々
な
意

見
が
あ
っ
た
が
、
同
構
想
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
自
治
体
で
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
。
本
市
に
お
い

て
も
利
便
性
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
ま
す

ま
す
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
中
長
期

的
な
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。
事
業
費
等
大
き
な
課
題
も
あ
る

が
、
本
市
と
し
て
の
今
後
の
対
応
は
。

市
長　
沿
線
都
市
で
構
成
さ
れ
る
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
都
市
連
絡
協

議
会
に
お
い
て
東
京
駅
延
伸
に
向
け
た

具
体
的
な
事
業
費
や
需
要
予
測
、
費
用

便
益
な
ど
の
調
査
が
、
検
討
さ
れ
る
よ

う
、
鉄
道
事
業
者
や
沿
線
都
市
と
連
携

市政に対する

一般質問
質 問 議 員

菊名　　裕　　佐藤　睦郎　　逢澤圭一郎　　佐藤　裕之
佐々木　修　　工藤智加子　　和田　　司　　鳴海　和美
加藤　英泉　　稲葉　春男　　野村　　徹　　森　　忠行

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
今
回
答
申
で

使
用
し
た
需
要
推
計
モ
デ
ル
等
の
詳
細

な
テ
ク
ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト
と
路
線
別
の

需
要
推
計
結
果
を
国
が
公
表
す
る
予
定

で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
沿
線
自
治
体

と
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
現
在
、
高
齢
者
の
４
人
に
１
人

が
認
知
症
ま
た
は
そ
の
予
備
軍
と
言
わ

れ
、
今
後
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

ま
す
ま
す
増
加
傾
向
に
あ
る
。
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
認
知
症
施

策
に
伴
い
、
本
年
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
た
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

の
概
要
等
を
伺
う
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

 

東
京
駅
延
伸
を

新
た
な
認
知
症
対
策
が

 

ス
タ
ー
ト

福
祉
部
長　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
と
は
、
認
知
症
診
断
の
専
門
医

師
と
看
護
師
、
介
護
系
資
格
を
持
つ
担

当
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
で
構
成
さ
れ
る
。
チ
ー
ム
は
、
認

知
症
が
疑
わ
れ
、
医
療
機
関
の
受
診
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
か
た
を
対
象
に
、
訪
問
や
検
討

会
議
・
家
族
支
援
な
ど
を
包
括
的
・
集

中
的
に
行
う
。
ま
た
、
医
療
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
診
療
に
結
び
付
け
る
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
。
支
援
期
間
は
概
ね
６

か
月
間
で
あ
る
。
平
成
28
年
１
月
か
ら

の
事
業
開
始
と
と
も
に
、
民
生
委
員
、

介
護
事
業
者
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
い
て
市
民
の
か
た

に
も
周
知
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
交
通
安
全
対
策
。

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり12人の議員が活発
な論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

認知症支援オレンジカフェを開催
ほっとサロン・いきいき

つくばエクスプレスの延伸を

みさと市議会だより  第166号
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伝
送
す
る
こ
と
は
、
事
前
に
傷
病
者
の

情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
到
着

後
、
速
や
か
に
活
動
に
移
れ
る
こ
と
か

ら
、
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
キ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
る
福
祉
担
当
課
に
お
い

て
も
、
氏
名
、
住
所
な
ど
以
外
の
情
報

を
把
握
し
て
な
い
こ
と
か
ら
、
関
係
各

課
と
連
携
し
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
防
災
対
策
。

議
員　
指
定
避
難
所
と
し
て
の
使
用
判

断
に
つ
い
て
、
①
何
を
も
と
に
判
断
を

行
う
の
か
。
②
避
難
所
の
建
物
自
体
の

危
険
度
判
定
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断

を
し
、
開
設
を
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
避
難
所
が
使
用
で
き
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
次
の
避
難
所
は
ど
う
す
る

の
か
。
③
市
役
所
本
庁
舎
の
安
全
性
は

担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
④
現

在
、
三
郷
市
に
お
い
て
の
業
務
継
続
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

②
③
今
回
の
熊
本
地
震
に
際

し
、
本
市
か
ら
も
職
員
を
派
遣
し
て
い

る
。
避
難
所
自
体
が
被
災
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
調
査
研
究

を
行
い
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　
①
②
「
避
難
所
安
全

確
認
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
使
用
し
て
、

避
難
所
を
開
設
す
る
担
当
者
が
目
視
で

点
検
し
、
異
常
が
な
け
れ
ば
使
用
す
る
。

ま
た
、
次
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
指

定
外
の
施
設
で
の
開
設
や
テ
ン
ト
等
の

仮
設
も
対
象
と
す
る
ほ
か
、
別
の
避
難

所
に
分
散
し
て
避
難
す
る
。
こ
れ
ら
の

判
断
は
災
害
対
策
本
部
が
行
う
。
④
業

務
継
続
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中

の
策
定
を
目
途
に
、
現
在
、
検
討
作
業

を
進
め
て
い
る
。

財
務
部
長　
③
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
あ

ら
た
め
て
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
な
ど

し
て
、
耐
震
性
を
検
証
し
災
害
後
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
っ
て

地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
な
か
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
子
育
て

や
介
護
を
し
て
い
る
か
た
な
ど
が
、
周

囲
に
相
談
で
き
ず
孤
立
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
者
・
障

が
い
者
世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な

ど
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

必
要
な
支
援
を
行
う
の
が
民
生
委
員
・

児
童
委
員
で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
の
生

活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行

政
を
は
じ
め
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
重
要
な
パ
イ
プ
役
で
も
あ

る
。
現
在
２
１
３
名
の
定
数
の
と
こ
ろ

１
９
３
名
の
委
員
と
、
担
い
手
不
足
の

課
題
も
あ
る
な
か
、
今
年
は
一
斉
改
選

が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
周
知
や
今
後

の
取
り
組
み
な
ど
を
伺
う
。

市
長　
市
民
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
日
々
研け

ん
さ
ん鑽

に
励
み
、
献

身
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
心
か
ら
敬

意
を
表
し
、
深
く
感
謝
す
る
。
地
域
の

状
況
に
く
わ
し
い
町
会
・
自
治
会
長
を

中
心
に
、
各
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
の
皆
様
に
協
力
い
た
だ
き
、
地
域

の
信
望
が
あ
る
候
補
者
の
推
薦
を
お
願

い
し
て
い
る
。

福
祉
部
長　
若
手
の
確
保
と
し
て
、
商

工
会
青
年
部
や
青
年
会
議
所
等
に
も
働

き
か
け
し
て
い
く
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

も
情
報
発
信
の
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　
災
害
対
策
。

議
員　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
利
用
者

に
対
す
る
救
急
活
動
に
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
、
さ
ら
な
る
迅
速
化
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
同
キ
ッ
ト
の

医
療
情
報
を
電
子
化
し
て
救
急
本
部
で

管
理
し
、
救
急
出
動
の
際
に
、
こ
の

デ
ー
タ
を
救
急
車
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
送
信
す
れ
ば
、
救
急
隊
員
が
現
場
到

着
前
に
、
患
者
の
持
病
や
か
か
り
つ
け

医
療
機
関
な
ど
の
情
報
を
得
ら
れ
、
よ

り
精
度
の
高
い
対
応
や
処
置
が
可
能
と

な
り
、
救
命
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

そ
こ
で
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
電

子
化
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
情

報
を
電
子
化
し
て
、
救
急
隊
が
現
場
に

到
着
す
る
前
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ

一般質問

現行の救急医療情報キット

地
震
災
害
後
に
お
け
る
市
内
指
定

避
難
所
の
使
用
判
断
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

 

人
材
の
確
保
を

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

 

電
子
化
は
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きらりとひかる田園都市みさと

を
実
施
す
る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
す

る
。
説
明
会
で
は
、
建
物
所
有
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
内
２
つ
の
金

融
機
関
の
協
力
に
よ
る
融
資
制
度
を
紹

介
す
る
。
ま
た
、
耐
震
改
修
が
で
き
な

い
か
た
に
は
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防

災
ベ
ッ
ド
の
補
助
制
度
を
紹
介
し
、
大

地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い

く
。
補
助
金
額
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
市
内
経
済
活
性
化
な

ど
。

議
員　
高
齢
に
よ
る
聴
覚
障
が
い
は
、

相
手
と
の
会
話
が
煩
わ
し
く
感
じ
た

り
、
相
手
に
失
礼
だ
と
思
っ
て
会
話
が

乏
し
く
な
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
大
き

く
影
響
す
る
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
外
出
の
機
会
が
減
っ
て
社
会
活

動
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
認
知
症
な
ど

の
発
症
の
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。
高

齢
者
の
暮
ら
し
が
経
済
的
に
厳
し
い

な
か
、
補
聴
器
の
費
用
負
担
が
重
い
か

ら
と
い
っ
て
問
題
を
放
置
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
県
内
で
は
先

進
自
治
体
が
介
護
予
防
策
の
一
つ
と
し

て
、
補
聴
器
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

三
郷
市
が
全
国
的
に
も
、
い
ち
早
く
高

齢
化
が
進
展
す
る
自
治
体
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ
て
介

護
予
防
事
業
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
補
助
事
業
の
実
現
で
、
高
齢

者
が
積
極
的
に
補
聴
器
を
活
用
し
、
社

会
参
加
を
推
進
す
る
よ
う
費
用
負
担
の

支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
確
保
は
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促

し
、
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
な
ど
に
役
立

つ
も
の
と
考
え
る
。
す
で
に
実
施
し
て

い
る
自
治
体
の
事
例
等
の
研
究
を
含
め

課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

産
業
振
興
問
題
な

ど
。

議
員　
三
郷
市
は
若
い
世
代
の
転
入
が

相
次
ぎ
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に

よ
り
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
現

状
と
し
て
保
育
所
入
所
児
童
数
は
平
成

20
年
度
と
比
較
す
る
と
本
年
は
１
・
５

２
倍
と
な
り
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
施

行
に
よ
り
女
性
の
就
労
も
増
え
、
今
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
も
増
加
す
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
人

数
を
見
込
み
、
準
備
を
進
め
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
学
校
内
の
施
設
が
足
り
な

く
な
っ
た
場
合
に
、
保
育
所
併
設
の
民

間
児
童
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な
る
利
用
と
文

化
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
平
成
28
年
度
か
ら
入

室
枠
の
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、
５
月
１

日
現
在
の
入
室
児
童
数
は
、
８
６
４
名

と
な
っ
て
い
る
。
公
営
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
施
設
内
で
の
受
け

入
れ
態
勢
を
整
え
、
市
内
公
共
施
設
等

の
活
用
な
ど
、
様
々
な
方
策
を
検
討
し

て
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

市
民
生
活
部
長　
文
化
施
設
の
活
用
は

今
後
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入

れ
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
個
々
の
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
、
担
当
部
署
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は

多
く
の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
ま
た
、
５
年
前
に
は
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
大
津
波
と
福
島
原

発
に
よ
り
、
そ
の
復
旧
は
道
半
ば
の
状

態
で
あ
る
。
自
治
体
に
は
、
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
重
要
な
役
割
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
万
全
な
防
災
対

策
の
強
化
と
し
て
、
耐
震
性
の
高
い
住

居
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
は
、
住
宅
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
費
用
へ
の
助
成

事
業
は
あ
る
が
、
耐
震
改
修
工
事
が
進

ま
な
い
最
大
の
原
因
は
、
対
象
者
の
多

く
が
所
得
の
低
い
高
齢
者
で
あ
る
こ
と

だ
。
補
助
率
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、

住
民
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
今
年
７
月
下

旬
か
ら
市
内
５
か
所
で
住
宅
の
耐
震
化

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
費
等
の

 
助
成
率
引
き
上
げ
を

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
の

 

補
助
を

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

 

文
化
施
設
の
活
用
を

児童クラブの様子
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財
務
部
長　
③
本
庁
舎
で
は
、
駐
車
場

の
整
備
や
南
側
入
口
の
手
す
り
の
設

置
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設

置
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長　
③
文
化
会
館
及
び
戸

个
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
配
置
や
聴
覚
障
が
い
者

用
磁
気
ル
ー
プ
の
貸
出
を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
部
長　
②
障
害
者
差
別
解
消
支
援

地
域
協
議
会
の
設
置
に
向
け
検
討
す

る
。
③
健
康
福
祉
会
館
で
は
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
ほ
か
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
行
き
先
ボ
タ
ン
の
点
字
表
示
な

ど
工
夫
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

市
内
経
済
対
策
な

ど
。

議
員　
三
郷
市
内
の
主
要
道
は
コ
ン
テ

ナ
車
・
ト
レ
ー
ラ
ー
・
ダ
ン
プ
カ
ー
等

の
大
型
車
の
通
行
量
が
多
く
、
こ
れ
ら

大
型
車
の
積
載
量
は
制
限
の
２
倍
は
当

た
り
前
で
、
３
倍
の
車
両
も
多
い
。
国

な
ど
の
実
験
結
果
に
よ
る
と
道
路
・
橋

の
劣
化
に
与
え
る
影
響
は
、
20
ト
ン
の

車
１
台
が
10
ト
ン
の
車
の
約
４
０
０
０

台
（
４
０
０
０
倍
）
相
当
と
な
る
。
ま

た
、
全
走
行
車
両
の
う
ち
、
わ
ず
か
０
・

３
％
の
重
量
を
違
法
に
超
過
し
た
大
型

車
両
が
、
道
路
・
橋
の
劣
化
の
９
割
以

上
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
車
が
国
道
を
下
り
て
、
三
郷
市
内
を

走
り
抜
け
て
い
る
。
老
朽
化
対
策
、
道

路
行
政
を
考
え
た
場
合
、
道
路
・
橋
の

破
壊
防
止
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
防

止
・
安
全
の
た
め
に
も
、
市
内
に
お
い

て
徹
底
し
た
過
積
載
車
両
の
取
り
締
ま

り
と
罰
則
強
化
を
し
て
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　
過
積
載
の
大
型
車
両
が
頻

繁
に
通
行
す
る
と
、
道
路
に
悪
影
響
を

与
え
、
路
面
が
破
損
し
、
事
故
の
原
因

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
も
市
民

が
安
心
・
安
全
に
道
路
を
利
用
で
き
る

よ
う
関
連
課
と
連
携
を
図
り
、
警
察
に

よ
る
過
積
載
車
両
の
取
り
締
ま
り
強
化

な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
　
行
政
問
題
な
ど
。

議
員　
熊
本
地
震
は
被
災
者
救
援
の
拠

点
と
な
る
べ
き
本
庁
舎
が
大
き
な
被
害

を
受
け
、
救
援
に
大
き
な
支
障
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
郷
市
役
所

の
本
庁
舎
は
新
耐
震
基
準
後
に
建
築
さ

れ
た
た
め
耐
震
診
断
、
耐
震
化
工
事
は

な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
予
想
さ
れ

る
大
災
害
に
十
分
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
ま
た
庁
舎
の
１
階
フ
ロ
ア
の

改
修
も
あ
わ
せ
て
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

本
庁
舎
は
昭
和
58
年
６
月
に

竣し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
昭
和
56
年
に
改
正
さ
れ
た
建

築
基
準
法
に
よ
る
新
耐
震
基
準
に
基
づ

き
設
計
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。
震
度
６

強
程
度
の
地
震
に
お
い
て
は
部
分
的
損

傷
が
生
じ
る
も
の
の
、
建
物
全
体
は
倒

壊
し
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
庁
舎
の
耐
震
性
の
向

上
は
重
要
で
あ
り
、
震
災
後
の
業
務
継

続
等
を
考
え
早
急
に
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
災
害
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
１
階
フ
ロ
ア
の
改
修
の

方
法
に
つ
い
て
も
来
庁
者
や
職
員
が
快

適
に
な
る
よ
う
先
進
地
の
事
例
を
研
究

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
陸
上
競
技
場
の
施
設

運
用
に
つ
い
て
な
ど
。

議
員　
障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
28

年
４
月
１
日
施
行
さ
れ
た
。
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁

止
、
合
理
的
配
慮
を
す
る
こ
と
が
、
国

及
び
市
町
村
で
対
応
す
べ
き
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
①
三
郷
市
で
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。
②
ま
た
、

障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
の

設
置
は
。
③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
、
各
施
設
で
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
①
本
市
に
お
い
て
は
、
全
課
対

象
の
職
員
研
修
を
行
い
、
法
の
趣
旨
な

ど
の
周
知
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
市
民
や
職
員
、
民
間
事
業
所
へ

の
周
知
・
啓
発
を
推
進
し
て
い
く
。

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

 
に
よ
る
取
り
組
み
は

道
路
の
老
朽
化
対
策
の
た
め

過
積
載
車
両
の
取
り
締
ま
り
を

本
庁
舎
の
耐
震
性
は

三郷市役所本庁舎
（昭和58年築造）

三郷市役所の障がい者用駐車場
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きらりとひかる田園都市みさと

な
の
か
。
⑤
現
場
で
働
く
労
働
者
の
賃

金
把
握
は
市
と
し
て
で
き
て
い
る
の

か
、
現
状
と
対
策
を
伺
う
。

財
務
部
長　
①
平
成
27
年
度
の
件
数
割

合
で
工
事
請
負
は
76
％
、
物
品
購
入
は

36
・
７
％
で
あ
る
。
②
電
気
工
事
、
機

械
工
事
な
ど
の
分
離
分
割
発
注
を
適
切

に
推
進
し
て
い
る
。
③
平
成
27
年
度
の

発
注
件
数
は
３
０
６
件
で
、
全
庁
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
④
市
内
事
業
者
の

受
注
機
会
確
保
に
配
慮
し
た
評
価
項
目

を
含
め
た
設
定
を
し
て
い
る
。
⑤
設
計

労
務
単
価
の
上
昇
を
受
け
、
請
負
代
金

額
が
増
額
と
な
る
場
合
は
、
技
能
労
働

者
へ
の
賃
金
水
準
引
き
上
げ
等
を
要
請

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
選
挙
投
票
な
ど
。

議
員　
消
費
の
落
ち
込
み
は
予
想
以
上

に
長
引
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
の
よ

う
な
中
で
、
市
民
が
納
め
た
税
金
は
な

る
べ
く
市
内
業
者
に
と
い
う
市
内
循
環

型
経
済
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
市
内
業
者

育
成
と
市
役
所
発
注
の
仕
事
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
①
三
郷
市
内
業
者
の
物
品
、
工

事
等
請
負
率
は
。
②
入
札
は
公
正
・
公

平
で
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
分
離
・
分

割
発
注
は
、
ど
の
よ
う
な
現
状
な
の
か
。

③
随
意
契
約
の
創
造
的
運
用
を
図
っ
た

も
の
と
い
わ
れ
、
地
元
の
中
小
零
細
業

者
も
仕
事
が
で
き
る
小
規
模
登
録
業
者

制
度
で
の
発
注
は
。
④
地
域
の
貢
献
度

も
加
味
さ
れ
る
入
札
の
総
合
評
価
制
度

の
発
注
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

地
元
業
者
の
育
成
を

幸房小学校増築工事

♦議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページまたは、市役所内
の市政情報コーナー、図書館などで「会議録」
を閲覧することができます。なお６月定例会
の会議録は８月下旬に更新する予定です。
▶ 会議録速報版を公開…閉会から１か月を

目安に、ホームページにてＰＤＦ形式で
公開していますので、ご覧ください。

※ 「会議録速報版」は校正前原稿のため、
正式な会議録ではありません。

三郷市議会　会議録 検索

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は、議会活動に触れる最も身近な方法です。
　本会議や委員会では、市民の皆様の生活に直接関わる重要な問題
について、活発な議論が交わされますので、市政への理解を深めて
いただくためにも、市議会の傍聴をしてみませんか。

　本会議の当日、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入していただくだけで
自由に傍聴ができますが、次のことを守っていただきます。
（1）  騒ぎ立てたり、拍手をするなど、議場への迷惑となるような行為を

しないでください。
（2） みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでください。
（3）  携帯電話・カメラ・録音機等は使用できません。
（4） 飲食又は喫煙をしないでください。
（5）  その他、議場の秩序を乱し、又は会議の妨害となるような行為をし

ないでください。
※傍聴されるかたは、すべて議長、又は係員の指示に従ってください。

傍聴日時：議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
傍聴場所：市役所の７階にあります。
※ 議会傍聴で手話通訳または要約筆記を希望されるかたは、傍聴希
望日の14日前までに議会事務局までお申し込みください。
　 （☎048-930-7768）

●次回の定例会は９月に開かれます。10時から開会となります。

月　日 曜日 会議別
９月１日 木

本会議９月２日 金
９月７日 水
９月８日 木 委員会９月９日 金
９月15日 木 本会議
９月16日 金

本会議
（一般質問など）

９月20日 火
９月21日 水
９月23日 金

【平成28年９月定例会の予定表】

傍聴席60席うち車椅子席３席

一般質問・傍聴しませんか

みさと市議会だより  第166号
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審議結果と賛否・永年勤続議員表彰・感謝状

６月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対　△＝棄権　数字＝賛否が分かれた場合の人数

※このほか報告11件が提出されました。

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派 無所属

議
　
案

40 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 三郷市税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 三郷市都市計画税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 三郷市地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 三郷市議会議員又は三郷市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等
の公営に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員

提
出

49 待機児童解消に向けて緊急的な対応を求める意見書 可決 ○ ○ ○ △ ○ ○

50 食品ロス削減に向けての取り組みを進める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ（6） 市川 文雄（議長）、菊名 裕、岡庭 明、野村 徹、
逢澤 圭一郎、加藤 英泉

政志会（3） 篠田 進、佐藤 裕之、佐々木 修

公明党（5） 酒巻 宗一、中野 照夫、鈴木 深太郎、佐藤 睦郎、
鳴海 和美

日本共産党（3） 稲葉 春男、工藤 智加子、和田 司
市民派クラブ（2） 篠田 正巳、村上 香代子

無所属（1） 森 忠行

※議長は採決に加わっていません。

　全国市議会議長会及び埼玉県市議会議長会の定期総会において、
永年勤続議員として、地方自治の伸長発展、市政の向上振興に貢献
された功績に対して、表彰されました。

菊
き く な

名　裕
ゆたか

全国市議会議長会
（議員歴10年）

埼玉県市議会議長会
（議員歴10年）

市
いちかわ

川　文
ふ み お

雄
全国市議会議長会
（議員歴10年）

埼玉県市議会議長会
（議員歴10年）

永年勤続議員表彰

　埼玉県市議会議長会及び埼玉県市
議会議長会第４区議長会から役員と
して議長会の発展に尽くされた功績
に対する感謝状が贈呈されました。

篠
し の だ

田　進
すすむ

埼玉県市議会議長会
埼玉県市議会議長会第４区議長会

市
いちかわ

川　文
ふ み お

雄
埼玉県市議会議長会

感謝状

三郷市さつき展（瑞沼市民センター）
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きらりとひかる田園都市みさと常任委員会の視察

常任委員会行政視察を行いました
当市の課題と先進例の研究を行い、より一層の市民サービス向上に寄与するため、行政視察を行いました。

委員会名 日程 視察先 視察項目

♠ 総　　務 ５月10日
　  ～ 12日

徳島市（徳島県）
丸亀市（香川県）
松山市（愛媛県）

汎用Webシステムの利活用（被災者支援システム）
行政評価
都市ブランド推進事業及び選挙コンシェルジュ

♥ 市民福祉 ４月19日
　  ～ 21日

奥州市（岩手県）
盛岡市（岩手県）
秋田市（秋田県）

協働のまちづくり推進事業
まちなか・おでかけパス事業
エイジフレンドリーシティ構想

◆ 文教経済 ５月11日
　  ～ 13日

恵庭市（北海道）
函館市（北海道）
八戸市（青森県）

恵庭まちじゅう図書館
空家等の適正管理及び伝統的建造物群保存地区における空家対策の取り組み
南郷アートプロジェクト

♣ 建設水道 ５月11日
　  ～ 13日

沼津市（静岡県）
焼津市（静岡県）
御殿場市（静岡県）

駅北拠点開発事業
環状交差点改良事業
総合景観条例の取り組み

※行政視察の報告書はホームページで公開しています。

♠
総
務
常
任
委
員
会

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
業

務
を
総
合
的
に
支
援
す
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
徳
島
市
。
市
民
に
理
解
さ
れ
た

予
算
や
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
て
い
る
か
を
確
認
す

る
行
政
評
価
（
内
部
・
外
部
）
を
行
っ
て
い
る

丸
亀
市
。都
市
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
を
目
指
す

都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
や
学
生
が
選
挙

啓
発
活
動
を
行
う
選

挙
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

に
つ
い
て
松
山
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

♥
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど
に
支
援
を
行
い
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
奥
州
市
。
市
内
高
齢
者
に
「
ま
ち
な

か
・
お
で
か
け
パ
ス
」
を
交
付
し
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
、
公
共
交
通
利
用
促
進
を
す
る
盛
岡

市
。
世
界
保
健
機
関

が
提
唱
し
た
「
高
齢

者
に
や
さ
し
い
都
市
」

に
賛
同
し
、
高
齢
者

の
た
め
に
様
々
な
事

業
を
実
施
し
て
い
る

秋
田
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

◆
文
教
経
済
常
任
委
員
会

　
「
恵
庭
市
人
と
ま
ち
を
育
む
読
書
条
例
」
を

施
行
し
て
か
ら
、
条
例
の
周
知
及
び
普
及
活
動

と
し
て
「
恵
庭
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
を
開
始

し
た
恵
庭
市
。
空
家
等
対
策
に
つ
い
て
既
存
条

例
を
「
函
館
市
空
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す

る
条
例
」
に
改
定
し
「
函
館
市
空
家
等
対
策
計

画
」
を
策
定
し
た
函
館

市
。「
南
郷
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
、

市
の
文
化
活
動
の
活
性

化
と
地
域
活
力
の
創
出

を
図
っ
て
い
る
八
戸
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

♣
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　

沼
津
駅
北
口
に
、
会
議
場
・
展
示
イ
ベ
ン
ト

施
設
・
宿
泊
施
設
を
一
体
的
に
整
備
。
地
域
の

拠
点
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
沼
津

市
。
信
号
の
な
い
環
状
交
差
点
、「
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
」
を
整
備
し
て
い
る
焼
津
市
。
富
士

山
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
契

機
に
総
合
景
観
条
例
を

制
定
。
屋
外
広
告
物
を

含
め
、
建
築
物
の
高
さ

や
色
彩
を
規
制
し
て
い

る
御
殿
場
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

松山市での視察の様子奥州市での視察の様子

函館市での視察の様子焼津市での視察の様子

みさと市議会だより  第166号
平成28年７月15日発行

10
みさと市議会だより  第166号
平成28年７月15日発行10



支
援
策
が
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
必

要
な
予
算
の
確
保
も
含
め
、
早
急

に
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た

め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１ 　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
企

業
主
導
型
保
育
を
強
力
に
推
進

す
る
と
と
も
に
「
待
機
児
童
解

消
加
速
化
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
を
利

用
者
目
線
で
総
点
検
し
、
実
態

に
応
じ
た
公
定
価
格
の
実
現
を

図
る
こ
と
。

２ 　

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
と
保
育

　

政
府
は
「
待
機
児
童
解
消
加
速

化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
保
育
所

等
の
受
け
入
れ
児
童
数
の
拡
大
や

保
育
士
の
処
遇
改
善
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
依
然

と
し
て
２
万
人
を
超
え
る
待
機
児

童
が
存
在
す
る
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
は
主
に
大
都

市
を
有
す
る
都
道
府
県
に
多
く
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
問
題
解
決
の

た
め
に
は
、
地
域
の
事
情
や
利
用

者
の
視
点
に
立
っ
た
き
め
細
か
な

国・政府に要望

施
設
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

に
つ
い
て
、
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
機
能
強
化
を
推
進
す
る

こ
と
。

３ 　

都
市
部
に
お
け
る
施
設
整
備

の
用
地
確
保
を
図
る
た
め
、
定

期
借
地
制
度
や
公
務
員
住
宅
、

国
立
大
学
法
人
等
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
な
ど
、
公
有
地

等
を
活
用
し
た
保
育
所
な
ど
の

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。

４ 　

保
育
士
の
賃
金
引
き
上
げ
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
、

保
育
士
の
さ
ら
な
る
処
遇
改
善

を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
短

時
間
正
社
員
制
度
の
推
進
や
育

児
休
業
取
得
の
推
進
な
ど
、
保

育
士
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備

に
も
取
り
組
む
こ
と
。

　

食
品
ロ
ス
の
半
分
は
事
業
者
の

流
通
・
販
売
の
過
程
の
中
で
起
き
、

も
う
半
分
は
家
庭
で
の
食
べ
残
し

や
賞
味
期
限
前
の
廃
棄
な
ど
で
発

生
し
て
い
る
。
削
減
に
は
、
事
業

者
に
よ
る
取
り
組
み
と
と
も
に
、

国
民
の
食
品
ロ
ス
に
対
す
る
意
識

啓
発
も
問
わ
れ
て
く
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、国
、

地
方
公
共
団
体
、
国
民
、
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
て
食
品
ロ
ス
削
減

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早

急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

１ 　

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
、

削
減
目
標
や
基
本
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
本
部
の
設
置
や
担
当
大

臣
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

２ 　

加
工
食
品
等
の
食
品
ロ
ス
を

削
減
す
る
た
め
、
需
要
予
測
の

精
度
向
上
に
よ
り
過
剰
生
産
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
商
慣

習
の
見
直
し
に
取
り
組
む
事
業

者
の
拡
大
を
推
進
す
る
こ
と
。

３ 　

飲
食
店
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

に
向
け
て
、
食
べ
き
れ
る
分
量

の
メ
ニ
ュ
ー
や
量
よ
り
質
を
重

視
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、「
飲
食
店

で
残
さ
ず
食
べ
る
運
動
」
な
ど

好
事
例
を
全
国
に
展
開
す
る
こ

と
。

４ 　

家
庭
に
お
け
る
食
品
在
庫
の

適
切
な
管
理
や
食
材
の
有
効
活

用
な
ど
普
及
啓
発
を
強
化
す
る

こ
と
。
ま
た
、
学
校
等
に
お
け

る
食
育
・
環
境
教
育
な
ど
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
効
果
が
見
ら
れ

た
好
事
例
を
全
国
的
に
展
開
す

る
こ
と
。

５ 　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食

堂
な
ど
の
取
り
組
み
を
全
国
的

に
拡
大
し
、
未
利
用
食
品
を
必

要
と
す
る
人
に
届
け
る
仕
組
み

を
確
立
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

災
害
時
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の

活
用
を
進
め
る
た
め
、
被
災
地

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
必
要
な

支
援
を
行
う
こ
と
。

国・
政
府
に
要
望

６
月
の
定
例
会
で
は
２
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

市民の公益にかかわることにつ

いて、議会が意思決定機関とし

て意見をまとめ、議決し、国等

の関係機関へ「意見書」として

要望などをすることです。

「意見書」とは…

の関係機関へ「意見書」としての関係機関へ「意見書」として

議
案
第
49
号　

待
機
児
童
解

消
に
向
け
て
緊
急
的
な
対
応

を
求
め
る
意
見
書

議
案
第
50
号　

食
品
ロ
ス
削

減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

進
め
る
意
見
書

待機児童解消に向けて

残さずおいしく食べよう
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検診の大切さ
自営業　70代　戸ヶ崎在住

　三郷市の健康診査、がん検診の大
切さを改めて認識しました。健康だ
けが取り柄と勝手に思い込み、過去
１度も受診しなかった私。一昨年の
夏70歳になった途端、体調がすぐれ
ないので受診した結果、大腸がんが
見つかり即入院、手術と言われ一時
は覚悟しました。幸いにも手術が成
功し、転移もないということで、一
命を取り留めました。
　今まで受診しなかったことを後悔
しながらも、命を救ってくれた検診
に感謝しています。今は私の経験か
ら友人、知人に検診の大切さを知ら
せ、受診を勧めています。これから
も健康に留意し、趣味の俳句や短歌
づくり、また菜園での野菜づくりに
励みたいと思っています。

誰でも読書、どこでも読書
無職　60代　鷹野在住

　三郷市が「日本一の読書のまち」
を宣言したのが、平成25年３月であ
る。桃栗３年・柿８年と言われるよ
うに、木々も人もまちも一朝一夕に
築けるものではない。
　例えば、木陰のベンチで読書して
いる同輩の姿を目にする時、ベンチ
の数が少ないように感じる。市民か
らの寄附による「思い出のベンチ」
などが、もっと増えていけばいいな
と思う。
　また、図書館には、テラス席のよ
うな自然の中で読書を楽しめるス
ペースがもっとあれば、子どもが少
し騒いでも気軽に読書を楽しめると
思う。図書館での託児サービスもあ
りがたいが、自然の風を感じながら
ゆっくり読書を楽しみたい。 江戸川土手での水防演習

陳
情
を
受
理

○ 

６
月
定
例
会
で
は
、
陳
情
16
件
を
受
理
し
ま
し

た
。

他
市
か
ら
の
行
政
視
察
が
あ
り
ま
し
た

○ 

「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
…

５
月
10
日
に
山
口
県
光
市
議
会
総
務
市
民
文
教

委
員
会

○ 

「
子
育
て
支
援
事
業
」に
つ
い
て
…
５
月
19
日
に

富
山
県
小
矢
部
市
議
会
民
生
文
教
常
任
委
員
会

○ 

「
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
…
６
月

20
日
に
茨
城
県
日
立
市
議
会
基
本
計
画
特
別
委

員
会

義
援
金
を
送
付

○ 

三
郷
市
議
会
議
員
互
助
会
か
ら
、
熊
本
地
震
に

対
す
る
義
援
金
を
送
付
し
ま
し
た
。

暑
中
お
見
舞
い

　
　

  

申
し
上
げ
ま
す

　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
の
寄
附
行
為
や

時
候
の
挨
拶
状
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
紙

上
を
も
っ
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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